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鹿　児　島　県

工 事 名

工事箇所

図面種類

縮 尺

図面番号 全　 　号

名

位置図

　　葉 第　　　

図　示

港 湾

１１７

実施設計図

鹿児島港（谷山二区）

鹿児島港（谷山二区）改修工事（R8-1工区）

鹿児島市谷山港一丁目地内



浮桟橋配置図（改修後）
（A1：S=1/700　,　A3：S=1/1,400）

全 号葉 第

図示

鹿 児 島 県

図 面 種 類

縮　　　尺

港　湾　名

浮桟橋配置図（改修後）

図 面 番 号

鹿児島港（谷山二区）

工　事　名

工 事 箇 所

鹿児島港（谷山二区）改修工事（R8-1工区）

１７ ２

実施設計図

鹿児島市 谷山港一丁目 地内
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施　設　全　体　図

浮桟橋 C3～C1,B1 バース

Sc=1/120

全 号葉 第

鹿 児 島 県

図 面 種 類

縮　　　尺

港　湾　名

施設全体図

図 面 番 号

鹿児島港（谷山二区）

図示（A3印刷時）

工　事　名

工 事 箇 所

S=1/100S=1/100

断面図（A-A'）

鹿児島港（谷山二区）改修工事（R8-1工区）

３１７

実施設計図

鹿児島市 谷山港一丁目 地内

（参考図）
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アルミ合金・ウレタンゴム

アウタースライダー（φ550用）

連絡橋架台

亜鉛メッキ

SS400・亜鉛メッキ

連絡橋　W:0.75m×14.5m

アルミ合金

係留ビーム　L＝7.0m

SUS304 1200×1800

連絡橋支承板 PL3

フロート支持材 φ50×3

横 桁(100×50)
アルミ合金

フロート

外皮：複合コンクリート
内部：発泡スチロール

根　太

アルミ合金

メインフレーム

アルミ合金(190×110)

クリートＭ１
アルミ合金鋳物

床板 30t

人工木材

クリートＭ１
アルミ合金鋳物

フロート
外皮：ウレタン樹脂被覆
内部：発泡スチロール

色調：グレー



（参考図）

浮桟橋 C3～C1,B1 バース

主桟橋（連絡橋側）フレーム図 1/3

Sc=1/40

全 号葉 第

鹿 児 島 県

図 面 種 類

縮　　　尺

港　湾　名

主桟橋（連絡橋側）フレーム図 1/3

図 面 番 号

鹿児島港（谷山二区）

図示（A3印刷時）

工　事　名

工 事 箇 所

鹿児島港（谷山二区）改修工事（R8-1工区）

１７ ４

実施設計図

鹿児島市 谷山港一丁目 地内
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［100×50×6□50×50

根太

□190×110

メインフレーム
［150×75×8

連結フレーム スライダー受け

[150×75×8

※特記事項

特記無き部材は、全てはアルミニウム合金とする。



浮桟橋 C3～C1,B1 バース

Sc=1/40

主桟橋（中間部）フレーム図 2/3

全 号葉 第

鹿 児 島 県

図 面 種 類

縮　　　尺

港　湾　名

主桟橋（中間部）フレーム図 2/3

図 面 番 号

鹿児島港（谷山二区）

図示（A3印刷時）

工  事  名

工 事 箇 所

１７

鹿児島港（谷山二区）改修工事（R8-1工区）

５

実施設計図

鹿児島市 谷山港一丁目 地内

（参考図）
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※特記事項

特記無き部材は、全てはアルミニウム合金とする。



浮桟橋 C3～C1,B1 バース

Sc=1/40

主桟橋（航路側）フレーム図 3/3

全 号葉 第

鹿 児 島 県

図 面 種 類

縮　　　尺

港　湾　名

主桟橋（航路側）フレーム図 3/3

図 面 番 号

鹿児島港（谷山二区）

図示（A3印刷時）

工　事　名

工 事 箇 所

鹿児島港（谷山二区）改修工事（R8-1工区）

１７ ６

実施設計図

鹿児島市 谷山港一丁目 地内

（参考図）
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※特記事項

特記無き部材は、全てはアルミニウム合金とする。



浮桟橋 C3～C1,B1 バース

主桟橋部材詳細図 1/2

標準断面図（B1,C1～C3バース）
Sc=1/40

全 号葉 第

鹿 児 島 県

図 面 種 類

縮　　　尺

港　湾　名

主桟橋部材詳細図 1/2

図 面 番 号

鹿児島港（谷山二区）

図示（A3印刷時）

工 事 名

工 事 箇 所

A - A

メインフレーム

根　太横　桁

型材断面

連結フレーム

Sc=1/10

ゴム連結部詳細図
Sc=1/10

斜　材

鹿児島港（谷山二区）改修工事（R8-1工区）

１７ ７

実施設計図

鹿児島市 谷山港一丁目 地内

（参考図）

*

A

A

0
.
5
0

3.10

乾
舷

約

(
無

載
荷

時
)

0
.
0
5

0.05

0
.
1
0

0.075

0
.
1
5

0
.
1
9

0.11

0.05

0
.
1
5

0.10

0.10

0
.
0
0
8

0
.
0
0
8

0.15

0.15

0.20

0
.
1
2

0.20
0.03

0
.
1
9

0.065

0
.
0
6
5

0.16

0.06

0.01471

M24 余長10mm

材質：A6005CS-T5 材質：A6005CS-T5

材質：A6005CS-T5材質：A6005CS-T5

材質：アルミ合金

材質：A6063S-T5

防舷材

樹脂系

根太 床板 30t

外皮：複合コンクリート

内部：発泡スチロール

フロート

人工木材

メインフレーム

190×110

横桁

100×5050×50

クリートM80

アルミ鋳物

(連結面)

連結横桁　　　

[150×75×8

連結横桁　　　

[150×75×8

連結ボルトM24

SUS304

ハードロックナット付
底面補強PL8

上面補強板PL8

浮桟橋メインフレーム

浮桟橋メインフレーム

※特記事項

特記無き部材は、全てはアルミニウム合金とする。



浮桟橋 C3～C1,B1 バース

主桟橋部材詳細図 2/2

全 号葉 第

鹿 児 島 県

図 面 種 類

縮　　　尺

港　湾　名

主桟橋部材詳細図 2/2
（C3～C1,B1 バース）

図 面 番 号

鹿児島港（谷山二区）

図示（A3印刷時）

工  事　名

工 事 箇 所

防舷材断面図

Sc=1/4

桟橋用 アウタースライダー用

床板詳細図

Sc=1/4

クリートM80（浮桟橋用） クリートM1（係船ビームA用）
Sc=1/10

クリートM8（係船ビームB用）
Sc=1/10Sc=1/10

１７

鹿児島港（谷山二区）改修工事（R8-1工区）

８

実施設計図

鹿児島市 谷山港一丁目 地内

（参考図）
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色調：白

材質：樹脂系 
色調：白

材質：樹脂系 

（静電気防止対策品）

床板色調：グレー

床板材質：人工木材(3面2層式デッキ) 

材質：アルミ合金鋳物 材質：アルミ合金鋳物 材質：アルミ合金鋳物

床板

ビス取付部補強リブ

3面2層構造

※特記事項

特記無き部材は、全てはアルミニウム合金とする。



浮桟橋 C3～C1,B1 バース

スライダー詳細図

全 号葉 第

鹿 児 島 県

図 面 種 類

縮　　　尺

港　湾　名

スライダー詳細図

図 面 番 号

鹿児島港（谷山二区）

図示（A3印刷時）

工　事　名

工 事 箇 所

平 面 図

浮桟橋φ550用先端インナースライダー詳細図

Sc=1/20

B1,C1～C3バース
浮桟橋φ550用中間インナースライダー詳細図

Sc=1/20

浮桟橋φ550用アウタースライダー詳細図

Sc=1/20

B1,C1～C3バース

平 面 図

A - A A - A A - A

１７

鹿児島港（谷山二区）改修工事（R8-1工区）

９

実施設計図

鹿児島市 谷山港一丁目 地内

（参考図）
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SUS304

スペーサー

超高分子量PE

スライダー受け

[150×75×8

メインフレーム

[150×75×8

□190×110

メインフレーム

ローラー

ウレタン

φ120×130

ローラーブラケット

A5083P

ローラーシャフト

SUS304

FB5×40(SUS304)

固定プレート

スライダー受け

[150×75×8

防舷材

樹脂系

□190×110

メインフレーム

ローラーブラケット

A5083P

ローラー

ウレタン
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ローラーシャフト

SUS304

スペーサー

超高分子量PE

※特記事項

特記無き部材は、全てはアルミニウム合金とする。



浮桟橋 C3～C1,B1 バース

係船ビーム詳細図 1/2

全 号葉 第

鹿 児 島 県

図 面 種 類

縮　　　尺

港　湾　名

係船ビーム詳細図 1/2

図 面 番 号

鹿児島港（谷山二区）

図示（A3印刷時）

工　事　名

工 事 箇 所

Sc=1/30

7.0m係船ビームA

メインフレーム部標準断面図
Sc=1/10

斜材部標準断面図
Sc=1/10

連結部詳細図
Sc=1/10

１７

鹿児島港（谷山二区）改修工事（R8-1工区）

１０

実施設計図

鹿児島市 谷山港一丁目 地内

（参考図）
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フロート

外皮：ウレタン樹脂被覆
内部：発泡スチロール

色調：グレー

フロート支持材　φ50×3

フロート部プレート　PL5

防舷材

合成ゴム

メインフレーム □250×100

連結プレート　PL8斜材　□100×100

エンドキャップ

合成ゴム(白色)

アルミ合金鋳物

クリートＭ８

ヒンジ金具

アルミ合金鋳物

斜材

防舷材39×30

合成ゴム（白色）

外皮：ウレタン樹脂被覆

内部：発泡スチロール
色調：グレー

フロート

メインフレーム

アルミ合金鋳物

クリートM-1

合成ゴム（白色）

防舷材39×30

浮桟橋メインフレーム

□250×100 □100×100

※特記事項

特記無き部材は、全てはアルミニウム合金とする。



浮桟橋 C3～C1,B1 バース

係船ビーム詳細図 2/2

全 号葉 第

鹿 児 島 県

図 面 種 類

縮　　　尺

港　湾　名

係船ビーム詳細図 2/2

図 面 番 号

鹿児島港（谷山二区）

図示（A3印刷時）

工　事　名

工 事 箇 所

Sc=1/30

7.0m係船ビームB

標準断面図
Sc=1/10

１７

鹿児島港（谷山二区）改修工事（R8-1工区）

１１

実施設計図

鹿児島市 谷山港一丁目 地内

（参考図）
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ヒンジ金具

アルミ合金鋳物

フロート　　　　　

内装：発泡スチロール

外皮：ウレタン樹脂被覆

色調：グレー

クリート Ｍ８

アルミ合金鋳物

□100×50×3

補構材

PL6

連結板(SUS304) メインフレーム

D型防舷材　

合成ゴム

メインフレーム

□110×96

□110×96

補構材
メインフレーム

D型防舷材100×25

合成ゴム（白色）

□100×50×3.0

アルミ合金鋳物

クリートM8

□110×96

※特記事項

特記無き部材は、全てはアルミニウム合金とする。



【数量表（電気防食工）】
　　
　　取付金具製作・取付　

　　陽極取付（1.0 A×5 0年型）
　　
　　電位測定装置取付工（簡易型）

【数量表（ペトロラタム被覆工）】

　　足場設置撤去（鋼管杭）　A=1 0. 4㎡/本×4本＝41 .6㎡
　　　鋼管杭１本当り　A= 0. 50 8m×π×（＋5.5 0m- (- 1. 00 m)） =10 .4㎡/本

　　かき落とし工　A=1 0. 4㎡/本×4本＝41 .6㎡

　　被覆防食（鋼管杭）A= 10 .4㎡/本× 4本＝41. 6㎡

　　端部処理（鋼管杭）L= 3. 2m /本×4本＝12.8 m
　　　鋼管杭１本当り　L= 0. 50 8m×π×2（上下）＝3.2 m/本

【数量表（水中硬化エポキシ樹脂塗布工）】

　　鋼管杭天板　被覆防食　A=0 .20㎡/本×4本＝0. 8㎡
　　　鋼管杭１本当り　A= 0. 50 8m＾ 2÷4×π=0 .2 0㎡/本

　　

　　
N= 1組/本×4本＝4組

N= 4個
　　
N= 4個

Ａ部詳細
（A1:S=1／1，A3:S=1／2）

浮桟橋係留杭（φ508）防食装置図

係留杭詳細
（A1:S=1／50，A3:S=1／100）

ペトロラタム被覆標準図 アルミニウム合金陽極取付図

（A1:S=1／10，A3:S=1／20）

ペトロラタム被覆断面図

（A1:S=1／5，A3:S=1／10）

全 号葉 第

図　示

鹿 児 島 県

業　務　名

縮　　　尺

港　湾　名 鹿児島港（谷山二区）

業 務 箇 所

図 面 種 類

図 面 番 号

浮桟橋係留杭（φ508）防食装置図

断面図

（A1:S=1/100,A3:S=1/200）

１７

鹿児島港（谷山二区）改修工事（R8-1工区）

１２

実施設計図

鹿児島市 谷山港一丁目 地内

砂質土

-2.00

H.H.W.L. D.L.+4.287

H.W.L. D.L.+2.80

L.W.L. D.L.±0.000

-6.00

-10.50 -10.50

+5.50+5.50

+3.80

-10.50

+5.50

H.W.L. D.L.+2.80

L.W.L. D.L.±0.000

-2.00

-1.00

-1.30

▽ 取付水深

鋼
管
杭
φ
50
8

鋼管杭

チタンリベット

ＦＲＰカバー t=2.0mm

発泡ポリエチレンシート

t=5mm
ペトロラタム系ペースト

ペトロラタム系テープ

ＦＲＰカバー t=5mm

鋼矢板 SP-U9

φ508 t=13

鋼管杭 鋼管杭
φ508 t=12

鋼管杭

φ508 t=12・13

ペトロラタム被覆

アルミニウム合金陽極
[1.0A×50年型]

鋼管杭

ストッパー金具

L-40×40×t5

チタンリベット

FRPカバー t5

発泡ポリエチレンシート

ペトロラタム系防食テープ

ペトロラタム系防食ペースト

［1.0A×50年型］

アルミニウム合金陽極

6　 150

6　 150

6　 300

水中溶接
6　 300

6　 150

水中溶接

6　 300

6　 300
6　 300

溝形鋼

300×90×9×13
（Ｌ=310）

溝形鋼

150×75×6.5×10.0

6　 300

(Znめっき)

心金PL-75×16t

水中溶接

（Ｌ=1170）Ａ部
チタンリベット

チタンリベット

ペトロラタム系防食ペースト＋テープ

＋発泡ポリエチレンシート＋FRPカバー

（参考図）

水中硬化形エポキシ樹脂塗布

電位測定装置

ペトロラタム被覆外径 φ538

鋼管杭外径 φ508

重防食被覆外径 φ514

鋼管杭天板

ペトロラタム被覆端部処理

水中硬化形エポキシ樹脂塗布

（A1:S=1／2.5，A3:S=1／5）

鋼管杭天板 被覆防食

杭No.C2-4
　   C1-4
     B1-4

【ﾍﾟﾄﾛﾗﾀﾑ被覆，陽極設置】

【ﾍﾟﾄﾛﾗﾀﾑ被覆，陽極設置】

【ﾍﾟﾄﾛﾗﾀﾑ被覆，陽極設置】

【ﾍﾟﾄﾛﾗﾀﾑ被覆，陽極設置】

杭No.C2-5
　   C1-5
     B1-5【ﾍﾟﾄﾛﾗﾀﾑ被覆，陽極設置】

【ﾍﾟﾄﾛﾗﾀﾑ被覆，陽極設置】

杭No.C2-3
　   C1-3
     B1-3

【ﾍﾟﾄﾛﾗﾀﾑ被覆，陽極設置】

【ﾍﾟﾄﾛﾗﾀﾑ被覆，陽極設置】

【ﾍﾟﾄﾛﾗﾀﾑ被覆，陽極設置】

【ﾍﾟﾄﾛﾗﾀﾑ被覆，陽極設置】

【ﾍﾟﾄﾛﾗﾀﾑ被覆，陽極設置】

杭No.C2-1
　   C1-1
     B1-1

【ﾍﾟﾄﾛﾗﾀﾑ被覆，陽極設置】

【ﾍﾟﾄﾛﾗﾀﾑ被覆，陽極設置】

【ﾍﾟﾄﾛﾗﾀﾑ被覆，陽極設置】

【ﾍﾟﾄﾛﾗﾀﾑ被覆，陽極設置】

　　 C2-2
　   C1-2

     

杭No.　
　   

     　B1-2



既設連絡橋改修要領図

全 号葉 第

図示

鹿 児 島 県

図 面 種 類

縮　　　尺

港　湾　名

既設連絡橋改修要領図

図 面 番 号

鹿児島港（谷山二区）

工　事　名

工 事 箇 所

側面図
（A1:S=1／30, A3:S=1／60）

平面図
（A1:S=1／30, A3:S=1／60）

標準断面図 渡橋詳細図（陸側） 渡橋詳細図（浮桟橋側）
（A1:S=1／10, A3:S=1／20） （A1:S=1／10, A3:S=1／20）

（A1:S=1／10, A3:S=1／20）

根太取付金物詳細図
（A1:S=1／10, A3:S=1／20）

ブロック継手詳細図
（A1:S=1／10, A3:S=1／20）

床板詳細図
（A1:S=1／10, A3:S=1／20）

根太詳細図
（A1:S=1／10, A3:S=1／20）

支承金物取付部詳細図
（A1:S=1／10, A3:S=1／20）

D部詳細図
（A1:S=1／10, A3:S=1／20）

A部詳細図
（A1:S=1／10, A3:S=1／20）

C部詳細図
（A1:S=1／10, A3:S=1／20）

B部詳細図
（A1:S=1／10, A3:S=1／20）

鹿児島港（谷山二区）改修工事（R8-1工区）

１３１７

実施設計図

鹿児島港 谷山港一丁目 地内

50

920

100

30

人工木材（防滑性能あり）に取替 人工木材に取替 桟橋側渡板取替架台側渡板取替

ローラー取替

桟橋側渡板取替

架台側渡板取替

連　絡　橋　撤　去　数　量　表

項　　目 数量 備　　考

渡橋（鋼材） 1026.3１

２

３

単位

陸側・浮体側合算kg

渡橋（木材） 294.6 kg 陸側・浮体側合算

渡橋（ﾎﾞﾙﾄ･ﾅｯﾄ類） 13.0 kg 陸側・浮体側合算

14.445

0
.
0
6
5

0
.
8
8

0
.
0
6
5

0
.
7
5

14,445

1.4325 3@1.44=4.32 1.50 4@1.44=5.76 1,432.5

0.5425 9@0.72=6.48 497.5 225 225 492.5 7@0.72=5.04 0.200.5425

22.5

0.25

14.40 22.5

0.25

0
.
2
5

0
.
2
5

0.20

0.075 14.30 0.08

7.945 6.50

0.065 0.1575 80@0.175=14.00

0.32

0
.
0
6
5

0
.
7
5

0
.
0
6
5

0
.
8
8

1
0

7
3
0

1
0

7
5
0

500 15

6
0

3
1
5

3
1
5

6
0

4
.
5

50 4@100=400

5

1
0

7
3
0

5

1
0

7
5
0

1,00015

6
0

3
1
5

3
1
5

6
0

4
.
5

9@100=900

20

1
8

3
2

4
5

1
,
1
0
0

3
0

9
51
2
5

815

10

880

10

65 750 65

10 860

3
0

9
5 6
5

3
0

5
0

2
5

2
5

6
2
.
5

6
2
.
5

3
5

3
5

7
0

40 80

40 40

80 40

320

R2
0

5
0

7
5

5
0

8
7
.
5

8
7
.
5

1
7
5

45 330 330 45

750

45 330 330 45

750

5
0

5
7
.
5

5
0

7
8
.
8

7
8
.
7

1
5
7
.
5

9
5

4
5

5
0

9
5 6
5

3
0

φ
1
1

φ
1
1

50 50

1
0
0

1
0
0

6
0

2
6
0

80

75

1
5
0

1
0
0

4
5
0

7
5
0

65 85

9

10

30

3
0

3
0

10

30

3
0

55

1
5

3
0

□ 75× 45× 3.2（STKR41）

□
75
×
45
×
3.
2

（
ST
KR
41
）

2-95×60×7,764（米松 ）

2-95×60×6,319（米松 ）

1-95×60× 14,433（米松）

2-95×60×1 ,490（米松 ）

9-L　 50× 50× 6× 860

5-L　 50× 50× 6×50

41-B.N  M10× 85

 8-B.N  M10×145

80-175× 30×750（米松 ）

2-157.5×30× 750（米松 ）

410-4.5×63 十字穴付木ネジ （SUS304）

1-    125×65×6/8× 7,945 1-    125 ×65×6/8× 6,500

1-L  50× 50× 6× 880

1-CHPL  500× 4.5×750

5-SQ.B  9 × 9× 730

3- 蝶番  100× 4×100（SUS304）

1-CHPL  1,000×4.5× 750

3-FB      32× 9× 920

1-RB      φ16 ×730

10-SQ.B  9× 9×730

3-蝶番  100× 4×100（SUS304）

1-L 50 × 50×6× 50

2-PL 70 × 9×320

4-H.T.B M20×60

1-175×30× 750（米松） 1-157.5× 30× 750（米松）

5-4.5× 63 ×十字穴付サラ木ネジ（ SUS304 ）5-4.5× 63 ×十字穴付サラ木ネジ（ SUS304 ）

1-PL 85 × 9× 260

1-PL 15 × 9× 55

3

22-11キリ

現地にて取付のこと

C

A

B

xt0

;D

4

3

4

3

3

3

4

上下フランジのみ

5-皿座グリ深さ 4
5-皿座グリ深さ 4

4-18キリ

4

G

G

G

10キリ

3
10キリ

3
10キリ

10キリ 3

3

mailto:3@1.44
mailto:4@1.44
mailto:9@0.72
mailto:7@0.72
mailto:80@0.175


既設連絡橋踊り場改修要領図

A-A断面図
（A1:S=1／15, A3:S=1／30）

B-B断面図
（A1:S=1／15, A3:S=1／30）

C 矢視
（A1:S=1／15, A3:S=1／30）

踊り場平面図
（A1:S=1／15, A3:S=1／30）

踊り場側面図
（A1:S=1／15, A3:S=1／30）

踊り場側面図
（A1:S=1／15, A3:S=1／30）

踊り場側面図
（A1:S=1／15, A3:S=1／30）

全 号葉 第

図示

鹿 児 島 県

図 面 種 類

縮　　　尺

港　湾　名

既設連絡橋踊り場改修要領図

図 面 番 号

鹿児島港（谷山二区）

架台下部取替部材詳細
（A1:S=1／15, A3:S=1／30）

工　事　名

工 事 箇 所

１７ １４

鹿児島港（谷山二区）改修工事（R8-1工区）

実施設計図

鹿児島港 谷山港一丁目 地内

既設オールアンカー

既設オールアンカー

腐食箇所

踊　り　場　修　繕　内　容

修　繕　部　位 数　量 修　繕　内　容

踊り場一時撤去 1　式

陸側取付架台修繕 3　本 架台下部の腐蝕部を切断後取替

踊り場を撤去後、工場持ち帰り

踊り場再塗装 防錆加工

踊り場再設置

取付ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ 9　本

踊り場再設置

ｵｰﾙｱﾝｶｰ（M16×100L）・SUS304

１

2

3

4

5

1　式

既設オールアンカー

※コンクリート表面で切断
　すること

踊　り　場　撤　去　数　量　表

項　　目 数量 備　　考

鋼材 400.6１

単位

kg

腐食箇所

17.1㎡

1
,
5
0
0

5
0
0

5
0
0

5
0
0

825 875

1,700

1
0

9

4
9
7

4
9
7

1
0

9
9

1
,
0
4
0

1
0

2
3
0

2
3
0

4
5
0

140

12

300

150

20 1,460 20

50 230 50 230 50 230 50 230 50 240 50

1
,
1
0
0

4
.
5

1
0
0

8
5
0

1
5
0

3
7
5

3
7
5

5
0

7
5
0

1
,
1
0
0

4
.
5
(
C
-
P
L
)

1
0
0

3
0

3
0

3
0

3
0

50 220 50 220 50 220 50 220 50 220 50 210 50

20 1,660 20 20 50 860

50 200 50 200 50

550 20

3
0

3
0

1
5
0

3
7
5

3
7
5

5
0

50 50

100

10

500 500 500

101,480

4
.
5

1
0
0

9 9

4
.
5

1
0
0

10 101,680

825 875

9
9

3

R
1
5

4
.
5

7
5

4

3

4

825 7751,150

2
0
0

300

2
0
0

2
0
0

1
0
0

326

5
0

300

1
23
°

2
2
5 1
1
0

C H P

L
C H P

L

CHP  4.5L

C H P
L

FB-75×9

3

A A

B

B

F

C

FB-75×9

-1
00

×
50
×
5×

7.
5

4×2-18 キリ

50×50×3.2（STKR400）

10キリ10キリ
10キリ

3

E

D

-100×50×5×7.5

FB-75×9

-100×50×5×7.5

-50×50×3.2（STKR41）-50×50×3.2（STKR400）

-100×50×5×7.5

注記）

2）事前に調査して腐食している箇所は鋼板等にて補強すること。

3）既設連絡橋踊り場は取り外し、工場にて修繕、塗装（下地処理

　 含む）を行う。

1）図中の寸法は　　単位である。mm

D部詳細図
（A1:S=1／6, A3:S=1／12）

F-F断面図
（A1:S=1／6, A3:S=1／12）

E部詳細図
（A1:S=1／6, A3:S=1／12）

120

2
0

5
5

1
2
0

7
5

62

200

R2
0

R1
5

12 300

20

200

2
0

1
8
0

30

60 180 50

290

1
0

1
0

1
0

2
8
0

2
4
5

1
2

2
0

6
0R2

0

R5
0

R2
0

R
2
0R1
5

2
0

6
5

2
2
5

200

20

120

1
8
0

ｔ9

4

6

6

6

C

3
0

6

6

6

3



側面図
（A1:S=1／30, A3:S=1／60）

平面図
（A1:S=1／30, A3:S=1／60）

張出部平面図 張出部側面図

連絡橋および踊り場（改修後）構造図

全 号葉 第

図示

鹿 児 島 県

縮　　　尺

図 面 番 号

（A1:S=1／30, A3:S=1／60） （A1:S=1／30, A3:S=1／60）

１７ １５

防　錆　塗　装　仕　様

工　場１

２

３

実塗布量(g/㎡)

ハケ

塗 膜(μm)

ドライ

回　数 塗装間隔

素地調整

工　場 ローバル

工　場 ローバルアルファ

塗布量

(g/㎡)

合　　計

20℃以上

手工具処理･3 種 ※１
･ISO 8501 St2※２

方法 ブラスト工法による

ディスクサンダー、ディスクペーパー等の動力工具および
スクレーパー・ワイヤーブラシ等による

ワイヤーブラシ､研磨布

※１：鋼道路橋防食便覧（平成26 年3 月）
＜表－Ⅱ.7.12 素地調整程度と作業内容＞ 参照。

250 300 40 1 30分以上

250 300 40 1

500 600 80 2

※スプレーによる塗装を想定している。

325

325

650

スプレー

品　名 材　質 種 別 寸　法 数量 単位当り 重　量

部品・購入品

摘　要合 計

床版 人工木材 t30×145×750 96 3.3 kg/m 2.48 0.313 m2238.1

総括数量表：連絡橋

床版 人工木材 t30×50×750 1 1.1 kg/m 0.83 0.001 m20.8

根太
ｶﾞﾗｽ長繊維強化
ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ発泡体

50×95×7764 2 500 kg/m2 18.4 0.074 m236.8

根太
ｶﾞﾗｽ長繊維強化
ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ発泡体

50×95×6319 2 500 kg/m2 15.0 0.06 m230.0

根太
ｶﾞﾗｽ長繊維強化
ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ発泡体

50×95×14433 1 500 kg/m2 34.3 0.069 m241.1

根太
ｶﾞﾗｽ長繊維強化
ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ発泡体

50×95×1490 2 500 kg/m2 3.5 0.014 m27.0

蝶番 SUS304 100×100×t4 6 0.350 0.531 m22.1

ローラー支承 MCﾅｲﾛﾝ φ100（φ40）×160 2 0.830 1.7

小計 357.6 kg

1,432.5 3@1440=4,320 4@1440=5,7601,500 1,432.5

542.5 2259@720=6,480 497.5 492.5225 2007@720=5,040

22.5

542.5

250

14,400 22.5

320

8
8
0

7
5
0

14,450

6
5

14,445

6
5

14,295 7575

7,945 6,500

2
5
0

250

200
2
5
0

6
5

8
8
0

6
5

7
5
0

1
,
5
0
0

1,700

1
,
0
4
0

24

600

40 1,460 40

1
,
1
0
0

2
0
0

1
7
0
0

1,150

600

50 145 96@150=14,400

□75×45×3.2（STKR41）

□
75
×
45
×
3.
2

（
ST
KR
41
）

2-95×50×7,764

2-95×50×6,319

1-95×50×14,433

2-95×50×1,490

9-L　50×50×6×860

5-L　50×50×6×50

410-4.5×63 十字穴付木ネジ（SUS304）

1- 125×65×6/8×7,945 1- 125×65×6/8×6,500

22-11キリ

xt0

;D

CHP  4.5L

FB-75×9

FB-75×9

防錆加工（鋼材すべて）

（亜鉛メッキ塗装）

防錆加工（鋼材すべて）

（亜鉛メッキ塗装）

部材の交換

（腐食箇所）

防錆加工（鋼材すべて）

（亜鉛メッキ塗装）

渡橋（陸側）（更新）

渡橋（浮桟橋側）（更新）

床版

人工木材

（3面2層式デッキ/ブラウン系）

（ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ加工 t=30mm）

根太

ｶﾞﾗｽ長繊維強化ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ発泡体

人工木材間には5mmのクリアランスを設けることとする。

注記）

2）特記外の材質は全てSS400とする。

3）鋼材（SUS304以外）は全て防錆加工を施すものとする。

4）木材は全て人工木材に取替を行うものとする。

　 また，ボルト，ナットはSUS304を使用すること。

1）図中の寸法は　mm単位である。

5）既設連絡橋踊り場は取り外し、工場にて改修、塗装

　　下地処理を含む）を行う。

6）既設連絡橋の陸側及び桟橋側渡板は新規製作を行い

　　取替を行う。

7）既設連絡橋の桟橋側支承ローラーは新規製作し取替を

　　行う。

標準断面図
（A1:S=1/10,A3:S=1/20）
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65
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750

880

10

65

10 860

1-L  50×50×6×880

4

防錆加工（鋼材すべて）

（亜鉛メッキ塗装）

根太

ｶﾞﾗｽ長繊維強化ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ発泡体

床版

人工木材

（3面2層式デッキ/ブラウン系）

（ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ加工 t=30mm）

図 面 種 類

港　湾　名

連絡橋および踊り場（改修後）構造図

鹿児島港（谷山二区）

工　事　名

工 事 箇 所

鹿児島港（谷山二区）改修工事（R8-1工区）

実施設計図

鹿児島港 谷山港一丁目 地内

連　絡　橋　修　繕　内　容

修　繕　部　位 数量 修　繕　内　容

連絡橋一時撤去 1　式 連絡橋を撤去後、工場持ち帰り

連絡橋再塗装 防錆加工（亜鉛メッキ塗装）

踊り場再設置

取付ﾎﾞﾙﾄ 8　本

踊り場再設置

六角ﾎﾞﾙﾄ（M16×65L）・SUS304

１

２

３

４

1　式８

９

渡橋(浮桟橋側)取替 1　式 連絡橋を撤去後、工場持ち帰り

1　式 連絡橋を撤去後、工場持ち帰り

浮桟橋側ﾛｰﾗｰ取替 2　個 MCﾅｲﾛﾝ　φ100×160

渡橋(陸側)取替

根太取替　L=14.4m 3　本 ガラス長繊維強化ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ発泡体

2　個 人工木材

５

６

７

床板取替（0.75m×14.45m）

41.8㎡



連絡橋改修 部材詳細図

全 号葉 第

図示

鹿 児 島 県

図 面 種 類

縮　　　尺

港　湾　名

連絡橋改修 部材詳細図

図 面 番 号

鹿児島港（谷山二区）

工 事 名

工 事 箇 所

鹿児島港（谷山二区）改修工事（R8-1工区）

１７ １６

実施設計図

鹿児島港 谷山港一丁目 地内

注記）

2）特記外の材質は全てSS400とする。

3）鋼材（SUS304以外）は全て防錆加工を施すものとする。

4）木材は全て人工木材に取替を行うものとする。

　 また，ボルト，ナットはSUS304を使用すること。

1）図中の寸法は　mm単位である。

5）既設連絡橋踊り場は取り外し、工場にて改修、塗装

　　下地処理を含む）を行う。

6）既設連絡橋の陸側及び桟橋側渡板は新規製作を行い

　　取替を行う。

7）既設連絡橋の桟橋側支承ローラーは新規製作し取替を

　　行う。

渡橋詳細図（陸側） 渡橋詳細図（浮桟橋側）
（A1:S=1／10, A3:S=1／20） （A1:S=1／10, A3:S=1／20）

根太取付金物詳細図
（A1:S=1／10, A3:S=1／20）

床板詳細図

（A1:S=1／10, A3:S=1／20）

根太詳細図

（A1:S=1／5, A3:S=1／10）

材質：ガラス長繊維強化プラスチック発泡体

支承ローラー詳細図
（A1:S=1／10, A3:S=1／20）

根太取付詳細図

（A1:S=1／5, A3:S=1／10）
材質：ガラス長繊維強化プラスチック発泡体
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100
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150
4-φ18キリ

ローラー

MCﾅｲﾛﾝ

φ5.5キリ

φ5×70L（割ピン）

3

4
3

3

3

4

1-L 50×50×6×50

材質：人工木材(3面2層式デッキ) 

5-皿座グリ深さ4

デッキ面ノンスリップ加工

防錆加工（鋼材すべて）

（亜鉛メッキ加工）

防錆加工（鋼材すべて）

（亜鉛メッキ加工）
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 M10×80L（N2)

 木ビスφ5×70L

 SUS304

1-L 50 ×50×6× 50

防　錆　塗　装　仕　様

工　場１

２

３

実塗布量(g/㎡)

ハケ

塗 膜(μm)

ドライ

回　数 塗装間隔

素地調整

工　場 ローバル

工　場 ローバルアルファ

塗布量

(g/㎡)

合　　計

20℃以上

手工具処理･3 種 ※１

･ISO 8501 St2※２
方法 ブラスト工法による

ディスクサンダー、ディスクペーパー等の動力工具および

スクレーパー・ワイヤーブラシ等による
ワイヤーブラシ､研磨布

※１：鋼道路橋防食便覧（平成26 年3 月）
＜表－Ⅱ.7.12 素地調整程度と作業内容＞ 参照。

250 300 40 1 30分以上

250 300 40 1

500 600 80 2

※スプレーによる塗装を想定している。

スプレー

325

325

650



A 矢視
（A1:S=1／15, A3:S=1／30）

踊り場側面図
（A1:S=1／15, A3:S=1／30）

踊り場側面図
（A1:S=1／15, A3:S=1／30）

踊り場側面図
（A1:S=1／15, A3:S=1／30）

踊り場改修 部材詳細図

全 号葉 第

図示

鹿 児 島 県

図 面 種 類

縮　　　尺

港　湾　名

踊り場改修 部材詳細図

図 面 番 号

鹿児島港（谷山二区）

架台下部取替部材詳細
（A1:S=1／15, A3:S=1／30）

オールアンカー詳細図
（A1:S=1／10, A3:S=1／20）

工　事　名

工 事 箇 所

3-18キリ
オールアンカー

（M16,SUS304）
SC-1610

3-18キリ
オールアンカー

（M16,SUS304）
SC-1610

切断後、フレーム取替

切断後、フレーム取替

切断後、フレーム取替

9-オールアンカー新設

SUS304

防　錆　塗　装　仕　様

工　場１

２

３

実塗布量(g/㎡)

ハケ スプレー

塗 膜(μm)

ドライ

回　数 塗装間隔

素地調整

工　場 ローバル

工　場 ローバルアルファ

塗布量

(g/㎡)

合　　計

20℃以上

手工具処理･3 種 ※１

･ISO 8501 St2※２
方法 ブラスト工法による

ディスクサンダー、ディスクペーパー等の動力工具および

スクレーパー・ワイヤーブラシ等による
ワイヤーブラシ､研磨布

※１：鋼道路橋防食便覧（平成26 年3 月）
＜表－Ⅱ.7.12 素地調整程度と作業内容＞ 参照。

250 300 325 40 1 30分以上

250 300 325 40 1

500 600 650 80 2
※既設アンカー位置には、取り付けないこと。
　

※スプレーによる塗装を想定している。
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°
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3

A

-1
00

×
50
×
5×

7.
5

50×50×3.2（STKR400）

10キリ10キリ

10キリ

3

-50×50×3.2（STKR41）

-50×50×3.2（STKR400）

-100×50×5×7.5

防錆加工（鋼材すべて）

（亜鉛メッキ加工）

防錆加工（鋼材すべて）
（亜鉛メッキ加工）

防錆加工（鋼材すべて）

（亜鉛メッキ加工）

防錆加工（鋼材すべて）

（亜鉛メッキ加工）

注記）

2）事前に調査して腐食している箇所は鋼板等にて補強すること。

3）既設連絡橋踊り場は取り外し、工場にて修繕、塗装（下地処理

　 含む）を行う。

4）特記外の既設鋼材はSS400とする。

1）図中の寸法は　　単位である。mm

5）踊り場全体に防錆加工を施すものとする。

鹿児島港（谷山二区）改修工事（R8-1工区）

１７ １７

実施設計図

鹿児島港 谷山港一丁目 地内

【数量表】

　コンクリート削孔工　N=9孔/基×2基＝18孔
　
　オールアンカー　N=18本

削
孔

径
φ

1
7
m
m

削孔深さ76mm

オールアンカーSC-1610

SUS304


